






















えるだろう（リズム体操とその近接種目の特性に関しては、板垣（1 9 9 0）、高橋（1 9 9 5）、滝沢･板垣





A Hypothetical Model of Learning Experience of Rhythmic Gymnastics













リズム体操は、ドイツの体操研究者B o d eによって初めて体系づけられた。B o d eは、人間の身体を生
理、解剖といった身体形成の面からではなく、「総合された生命体、有機体として捉える」ことの重要
さを説き、また「その身体活動の特質はリズムである」と述べた（板垣, 1 9 9 0）。 さらに彼は「運動の三
大原理」を提唱し（足立, 1 9 8 0）、リズム体操の課題の本質は、人間を有機体として捉え、動きの中で





















































?　授業群：短期大学幼児教育系学科の１年生で「体育」を受講する者1 2 9名を対象に、平成1 5年1 2





































































































































































































まさに、「よい動き」とは「心とからだが一体となった動き」であると説いたB o d eのリズム体操理論





B o d eの論に戻れば、彼は「よい動き」のためには、動きと「音やリズム」との調和もまた重要である
ことを強調している。足立は一連の研究の中で彼の理論を整理し、他の理論家とも比較して論じてい
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